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　吉田町は大井川のすぐ横にあり、水にめぐまれた町

です。しかし、江戸時代から明治時代のころは、大井川

の洪水で大きな被害に何度もあっていました。特に、川尻

の田んぼはあれはてていました。

　大正時代になると、洪水で流されてきた土がたまり、

大井川の水が田畑の下を流れるようになってしまいまし

た。冷たい水が田んぼの下からわき出て、稲がうまく育

ちません。稲が病気になることもよくありました。農家の

人たちは、田んぼをあきらめて工場に働きに出るほどで

した。

　「このままでは川尻がほろびてしまう。」と心配した

のが、川尻の久保田家に養子

となった｢恭｣でした。恭は、

「川尻を救う方法は何かない

ものだろうか。」と考え続けま

した。わき出る冷たい水と洪水

でたまってしまったやせた土が

原因であることはわかりました

が、いい方法が見つかりません

でした。

　ところがある日、浜名郡の実家に帰ったときに、浜名

湖の周りでは豊富な水を利用したうなぎの養殖が行わ

れていることに気がつきました。

　「もしかしたら、川尻の水でうなぎを

育てることができるかもしれないぞ。」

友人の増田真吉にも協力してもらい、

川尻でうなぎの養殖を行ってみることにしました。

　恭は、しらすうなぎの取り方、えさのやり方など養殖の勉

強を熱心にして、大正１１年にうなぎの養殖を本格的に始め

ました。「うなぎなんかを飼ってもだめだよ。３年と続きはし

ないよ。」とかげ口もたたかれましたが、結果は思いのほか

成功でした。

　はじめはかげ口を言っていた人 も々、その様子を見てうな

ぎの養殖を始めました。大正１４年には吉田の養鰻池は東

京ドーム７つ分ほどの広さになり、各地に出荷できるように

なりました。

　しかし、それぞれの家がばらばらに出荷したり、えさを買っ

たりしていたので、十分にもうけが出ませんでした。そこで、恭

は組合をつくり、もっと村民がもうけられるようにしようと考

えました。こうしてつくられたのが榛原魚田組合です。
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1886年（明治19年）　浜名郡天王村で
　　　　　　　　　　生まれる

はまなぐんてんのうむら

そんちょうしょうわ

さい な

1914年（大正3年）　　久保田家のむこ
　　　　　　　　　　養子になる
1946年（昭和21年）　吉田村長となる

1957年（昭和32年）　71歳で亡くなる

久保田 恭

く      ぼ    た きょう ようしょく はじ
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ち いき むかし

　久保田恭さんは、地域
の発展をずっと考えていた
んだね。

　昔と今、うなぎ
の養殖はどう変
わったのかな。

昔の養鰻業の様子

今の養鰻業の様子
　うなぎのほかにも、あゆや真珠の養殖の研究も行い

ました。冷蔵設備の整備や、実験場もつくり、吉田町の

養鰻業が発展するように最後まで努力を続けました。

　その後、うなぎの養殖だけではな

く、加工にも仕事を広げ、「吉田」と

いえば「うなぎ」と答えられるほど

名前が知れ渡りました。恭のこうせ

きをたたえて、久保田家のとなりに

記念碑が建てられています。

　戦争では、養鰻池は水田に変えられてしまいましたが、

戦争が終わると、恭はふたたびうなぎの養殖を始め、

吉田のうなぎの復活に力を注ぎました。

しん じゅ

れい ぞう せつ び

き ねん ひ

せん そう

お

ふっかつ そそ

か

けんきゅう

せい

よう まんぎょう はっ

か こう し ごと

わた

た

てん さい ご ど りょく

び じっ けん じょう

静岡うなぎ漁業協同組合

久保田恭の記念碑

ぎょぎょうきょうどうくみあい
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⑷　下水のゆくえ

げ すい

上吉田駅（昭和34年） 上吉田駅の跡（現在）

（平田邦彦氏撮影）
ひら た くにひこ し さつえい

　昔、鉄道がなかったころの吉田町はみそや豆など、ふだん使う物
で必要な買い物は相良（牧之原市）に行きました。
　遠くは、掛川まで行く人もいました。
「車引き」という、荷車を引く仕事もありました。
　今からおよそ100年前に、鉄道ができて藤枝に行くのは便利に
なったけど、小さい鉄道だったので、大きな荷物は、運べませんで
したよ。
　鉄道は歩くよりも速いくらいのスピードでした。
台風で風が強いときは飛んでしまうかなとさえ思
いました。

あと げん ざいかみよし だ

大井川をわたるディーゼル車（昭和42年12月）
おお  い  がわ

べん り

に もつ

ふじえだ

かけがわ

まき  の  はら

まめ

し ごと

はこ

はや

つか もの

にぐるまひくるま

と

さが ら ひつよう
2　鉄道と富士山静岡空港

昭和43年ごろの遠州神戸駅 遠州神戸駅の跡（現在）

藤相鉄道の蒸気機関車

　おじいさんが、昔の吉

田町の地図を見せてくれ

ました。「地図の中の　

は鉄道だよ。」と、教え

てくれました。そこで、

おじいさんに、鉄道が

通っていたころの吉田町

の様子について聞いて

みました。

とうそうてつどう じょう き き かん しゃ

えんしゅうかん どしょう わ あと げん ざい

しず  おかふ　  じ   さんてつ どう

とお

くう  こう

⑴　鉄道が通って
       いたころの吉田町

むかし

よう す
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新千歳

ソウル

福岡

台北

富士山静岡空港

点線の場所は運航中止中

上海
杭州

鹿児島

那覇

　これらの空港まで行くの

には、２〜４時間ほどかか

るため、目的地に着くまで

の時間が短くなりました。

　また、富士山静岡空港

を利用して、国内や海外か

ら多くの観光客がおとずれ

ています。

しん　ち　とせ

札幌丘珠
さっ  ぽろ  おか だま

ふ　じ　さんしずおかくうこう
ふく おか

出雲
い   ずも

たいぺい

か　ご　しま

な　は

しゃんはい

こうしゅう

なんしょう

南昌

おお い がわ

しょうわ

令和４年度富士山静岡空港発着路線の
搭乗者数

（人）

0
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150000

上海ソウル沖縄鹿児島福岡札幌
さっぽろ ふくおか か  ご しま おきなわ しゃんはい

とうじょうしゃすう

はっちゃくろ せん

現在行き来のある便（令和６年３月）
びん れいげん ざい わ

寧波
ねい　は

熊本
くま もと

もく てき  ち つ

みじか

こう きゃくかん

　吉田町から見て西にある富士山静岡空港が、平成

21年６月４日に開港しました。富士山静岡空港ができ

たことで、吉田町の人たちのくらしはどう変化したで

しょうか。

⑵　富士山静岡空港

　旅行に
行くのが
便利に
なったね。

　観光客がたく
さん来るように、
工夫しているね。

べん り

りょ

かん  こうきゃく

く ふう

　富士山静岡空港ができるまでは、静岡県の人が国内ま

たは海外に飛行機で行く場合、羽田空港（東京都）・成

田空港（千葉県）・中部国際空港（愛知県）を利用してい

ました。
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さんぎょう
　豊かな水は、今の
産業につながって
いるんだね。

　大井川の堤防にそって水を使

う大きな工場がたくさんならん

でいます。

　今では、水のめぐみをうけて

豊かな吉田町として発展してい

ます。

⑶　水のめぐみをうけて
　　発展する吉田町

　これは、江戸時代の「道標」です。

お墓の形をしています。

　昔から、水難事故が多いので、道標

をかねた供養塔をたててお守りしてき

たそうです。

　龍光寺の住職「鈴木養邦」は丸太橋を全て石橋にかけ

かえ、じょうぶな橋にしました。

また、洪水のために家が水びた

しになった人たちに、お米や生活

用品を寄付して、村人のためにつ

くしました。
石橋に使っていた石

水を利用する工場
きょうどさんしょう つ

〈参照：郷土の発展に尽くした人々　私たちの大井川〉

く よう  とう

③供養塔と道標
しるべみち

④丸太橋を石橋にかえる

え    ど

すい なん    じ   こ

まる  た   ばし いし ばし

りょうこう じ じゅうしょく よう  ほう ずず  き

き    ふよう ひん

川尻の辻
供養塔と道標

かわ しり つじ

3　町の発展につくした人々

　大井川は水が出ると、堤をやぶってはんらんし、地

域の人々は、大きな被害を受けました。人々は、その

たびに、砂利をとりのぞいたり、あぜを直したりして、

田畑を元にもどし、これにひるむことなく、様々な工夫

と努力を重ねてきました。命を守るために力を合わせて

くらしてきました。

⑴　大水とのたたかい
おお みず

　自分たちの家を守るために、家の周りに舟の形をした小

さな堤防をきずきました。

　舟が水を切って進むように、洪水

の時は水のいきおいを弱めること

ができ、家が流されることをふせぎ

ました。

⑵　洪水をふせぐ工夫
こうずい

　大幡の小高い所に、川除延命

地蔵がおまつりしてあります。

　そのほか「輪中」といって、近所の人たちが力を合わせ

て高い土手をつくって命を守る工夫もしてきました。
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